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石田頼房先生と
区画整理・再開発対策全国連絡会議

波多野意男（元四日市大学教授）

石
田
頼
房
先
生
・
東
京
都
立
大
学
　
（
現

首
都
大
学
東
京
）
名
誉
教
授
が
昨
年
一
一

月
、
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
私
に
と
っ

て
恩
師
で
す
。
そ
の
こ
と
と
は
別
に
し
て

も
石
田
先
生
は
、
「
全
国
連
絡
会
議
」
　
と

結
成
当
初
か
ら
深
い
関
係
に
あ
り
ま
す
の

で
、
一
言
、
発
言
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

戦
後
の
都
市
計
画
学
に
お
け
る
先
生
の

各
地
／
鴻
巣
、
足
立
、
再
開
発
交
流
会

解
説
／
デ
ー
タ
1
・
公
益
施
設
が
再
開
発
ビ
ル
に
入
る
ケ
ー
ス

デ
ー
タ
2
・
再
開
発
ビ
ル
の
八
割
が
保
留
床

本
棚
／
『
Q
＆
A
マ
ン
シ
ョ
ン
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ツ
ボ
』

36801

発
信
／
「
親
し
み
の
持
て
る
か
わ
い
ら
し
い
デ
ザ
イ
ン
」
　
ス
テ
ッ
カ
ー
I
日

切
り
ぬ
き
帳
／
マ
ン
シ
ョ
ン
建
て
替
え
や
す
く
三
分
の
二
同
意
へ
－
1
2

イ
ベ
ン
ト
／
「
江
戸
川
区
に
み
る
区
画
整
理
と
他
事
業
の
同
時
施
行
問
題
「
1
2

研
究
者
と
し
て
の
功
績
は
、
高
く
評
価
さ

れ
、
先
生
の
透
徹
し
た
論
理
で
貫
か
れ
た

数
々
の
研
究
論
文
は
も
と
よ
り
、
社
会
的

計
画
技
術
・
制
度
で
あ
る
都
市
計
画
の
民

主
的
変
革
を
追
求
す
る
先
生
の
姿
勢
は
、

多
く
の
研
究
者
・
学
生
に
影
響
を
与
え
ま

し
た
。
私
も
そ
の
影
響
を
受
け
た
一
人
で

す
。
東
京
都
立
大
学
の
都
市
計
画
研
究
室

で
先
生
に
お
会
い
し
て
、
先
生
か
ら
の
教

授
が
な
け
れ
ば
、
連
絡
会
議
の
活
動
に
参

加
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
の
で
は
と
思
い

ます。
住
民
運
動
へ
の
視
座

二
〇
〇
四
年
に
自
治
体
研
究
社
か
ら
発

行
さ
れ
た
先
生
の
　
『
日
本
近
現
代
都
市
計

画
の
展
開
（
1
8
6
8
－
2
0
0
3
）
』
（
以

下
『
本
』
）
　
は
、
日
本
の
都
市
計
画
を
明

治
維
新
以
後
の
通
史
と
し
て
ひ
も
解
く
著

書
と
し
て
、
都
市
計
画
研
究
者
だ
け
で
な

く
　
「
ま
ち
づ
く
り
」
　
に
関
心
を
持
つ
人
々

に
も
、
広
く
読
ま
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計

画
は
誰
が
お
こ
な
う
の
か
、
国
か
地
方
自

治
体
か
、
住
民
は
都
市
計
画
に
ど
の
よ
う

に
か
か
わ
る
の
か
、
す
な
わ
ち
　
「
都
市
計

画
の
主
体
」
　
の
問
題
が
日
本
の
近
現
代
都

市
計
画
の
歴
史
を
貫
く
重
要
な
課
題
だ
と

し
て
、
現
在
の
住
民
運
動
・
住
民
参
加
の

問
題
も
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
中
で
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
都
市
計
画
は
、
一
九
六
八
年
に

制
定
さ
れ
た
都
市
計
画
法
（
新
法
）
に
よ
っ

て
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
、

明
治
憲
法
下
の
一
九
一
九
年
に
制
定
さ
れ

た
都
市
計
画
法
　
（
旧
法
）
　
が
用
い
ら
れ
て

い
た
の
で
す
。
『
本
』
　
で
は
、
新
法
が
生
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ま
れ
る
時
代
背
景
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
背

景
に
「
多
様
な
住
民
運
動
」
の
展
開
が
あ
る

と
し
て
、
区
画
整
理
住
民
運
動
が
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
全
国
組
織
と
し
て
儲

成
さ
れ
た
一
九
六
八
年
一
一
月
の
区
画
整

理
対
策
全
国
研
究
集
会
の
写
真
と
と
も
に

連
絡
会
議
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
連
絡
会
議
の
全
国
研
究
集

会
の
記
念
講
演
や
特
別
講
義
、
ま
た
　
「
通

信
」
　
誌
上
で
も
度
々
発
言
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
第
四
回
区
画
整
理
対
策
全
国
研
究
集

会
　
（
一
九
七
一
年
一
一
月
）
　
の
記
念
講
演

「
ま
ち
づ
く
り
と
住
民
運
動
」
　
で
反
対
運

動
か
ら
ま
ち
づ
く
り
運
動
へ
展
開
す
る
住

民
運
動
の
代
表
的
な
運
動
と
し
て
、
区
画

整
理
住
民
運
動
を
と
ら
え
、
住
民
運
動
が

単
な
る
既
得
権
の
擁
護
運
動
で
は
な
く
、

運
動
が
全
面
的
に
展
開
し
て
ゆ
く
中
で
要

求
が
統
一
さ
れ
、
運
動
の
中
で
住
民
が
成

長
し
て
い
く
点
を
み
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
指
摘
し
て
、
都
市
計
画
の
民
主

的
発
展
に
お
け
る
住
民
運
動
の
役
割
を
常

に
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

民
主
的
で
体
系
的
な
都
市
計
画
の
展
望

先
生
は
、
常
々
　
「
計
画
な
き
と
こ
ろ

開
発
　
（
土
地
利
用
転
換
）
　
な
し
」
　
を
原
則

と
し
た
民
主
的
で
体
系
的
な
都
市
計
画
制

度
を
追
求
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

一
九
六
八
年
新
法
に
始
ま
り
一
九
七

〇
年
代
に
進
ん
だ
　
「
計
画
」
　
に
よ
る
土
地

利
用
規
制
強
化
の
流
れ
に
逆
ら
う
よ
う
に

一
九
八
〇
年
代
か
ら
は
、
政
府
の
　
「
規
制

緩
和
政
策
」
　
（
中
曽
根
内
閣
以
降
の
政
策
）

に
よ
っ
て
、
土
地
利
用
に
関
す
る
規
制
緩

和
制
度
が
次
々
に
導
入
さ
れ
ま
す
。
先
生

は
こ
れ
を
　
「
反
計
画
」
　
と
し
て
批
判
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
「
計
画
」
　
制
度
を
住
民
民
主
主

義
の
観
点
か
ら
見
る
こ
と
の
必
要
を
指
摘

さ
れ
、
「
都
市
計
画
を
誰
が
お
こ
な
う
の

か
」
　
「
都
市
計
画
は
市
町
村
の
事
務
」
　
が

原
則
だ
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
都
市
計
画

権
限
移
譲
は
、
都
市
計
画
を
中
央
政
府
の

権
限
と
し
て
い
た
旧
法
が
新
法
に
変
わ
る

こ
と
で
よ
う
や
く
始
ま
る
の
で
す
が
、
あ

わ
せ
て
新
法
で
は
　
「
住
民
参
加
制
度
」
　
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
都
市
計
画
権
限
の
基

礎
自
治
体
へ
の
完
全
移
譲
と
住
民
参
加
制

度
の
拡
充
が
住
民
民
主
主
義
に
貫
か
れ
た

都
市
計
画
制
度
の
課
題
で
あ
る
と
い
う
主

割
注
（
3
）

張
で
す
。

「
二
〇
一
九
年
へ
の
都
市
計
画
史
」

「
二
〇
一
九
年
へ
の
都
市
計
画
史
」
　
は
、

先
生
が
東
京
都
立
大
学
で
の
「
最
終
講
義
」

（
一
九
九
五
年
三
月
）
　
の
表
題
で
す
。
二

〇
一
九
年
は
、
旧
法
制
定
の
一
九
一
九
年

か
ら
一
〇
〇
年
、
新
法
施
行
の
一
九
六
九

年
か
ら
五
〇
年
で
す
。
民
主
的
で
体
系
的

な
都
市
計
画
制
度
を
展
望
し
て
　
「
二
〇
一

九
年
へ
向
け
て
の
日
本
の
都
市
計
画
の
略

年
図
表
」
　
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
二
〇
一
九
年
に
は
、
市
民
・
住
民

が
　
「
都
市
計
画
の
真
の
主
体
に
な
る
」
　
と

し
て
、
連
絡
会
議
が
　
「
街
づ
く
り
運
動
全

国
連
絡
会
議
」
　
に
な
る
と
い
う
目
標
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
　
「
通
信
」
一
月
号
の
岩
見
良

太
郎
代
表
の
連
絡
会
議
五
〇
周
年
を
迎
え

る
二
年
後
に
は
連
絡
会
議
の
　
「
あ
ら
た
な

か
た
ち
を
つ
く
り
だ
す
」
　
と
い
う
　
「
困
難

な
課
題
に
挑
戦
」
　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
発
言
と
石
田
先
生
の
　
「
二
〇
一
九

年
」
　
に
向
け
て
の
日
本
の
都
市
計
画
の
展

開
で
の
連
絡
会
議
の
存
在
と
は
ク
ロ
ス
す

る
よ
う
に
思
え
る
の


